
８月２３日（土）受付９：３０～

問い合わせ 日本ESD学会第8回大会実行委員会
jsesd.8th@gmail.com

大学連携セミナー
（愛媛大学教職大学院/松山市教育研修センター事務所）日本ESD学会

第8回大会
愛媛大会

参加費

大会テーマ

戦後80年・これからのESD
の役割を考える

2025年（令和7年）
8月23日（土）・24日（日）

松山市教育研修センター
（愛媛県松山市文京町2番地１）

「次期学習指導要領とESD」
【登壇者・シンポジスト】

合田哲雄氏（文化庁次長）

島谷千春氏（NITS審議役）

永田佳之氏（聖心女子大学教授）

口頭発表 10：45～12：25

公開シンポジウム 13：30～15：45

課題研究Ⅰ・Ⅱ

課題研究Ⅰ「学校教育とESD」
【登壇者】

桑原敏典氏（岡山大学教授）

阪上弘彬氏（千葉大学准教授）

西原睦美氏（宇和島市立小学校教頭）

池田光希氏（新居浜市立中学校教諭）

16：00～18：00

課題研究Ⅱ「地域教育とESD」
【登壇者】

常川真由美氏
（環境省四国環境パートナーシップオフィス所長）

高橋 司氏
(四国西予ジオミュージアム館長）

加藤雄也氏
（一般社団法人ノヤマカンパニー代表理事）

８月２４日（日）受付９：３０～

口頭発表 10：00～12：15

ポスター発表
ESD子どもポスター

セッション

13：15～15：15

閉会行事 15：20～15：50

 正会員 学生会員 一般 

大会参加費 3,000 円 1,000 円 

4,000 円 

（学生は 1,500 円） 

高校生以下は無料 

情報交換会費 5,000 円 2,000 円 

5,000 円 

（学生は 2,000 円） 

高校生以下は無料 

弁当代 
1 日 1,000 円 

（事前申込のみ受付・当日の販売はありません） 

公開シンポジウムのみ参加の場合 

無料 

 （但し、公開シンポジウム以外のプログラムには参加できません） 

 

情報交換会 18：30～

戦後80年・モザンビーク独立50年 特別企画展示

「愛媛 × モザンビーク ×ESD」
『銃を鍬へ』プロジェクトで回収した武器を使ってモザンビーク共和
国のアーティストが作成し日本に寄贈された武器アート7点を展示

詳細な大会概要を日本ESD学会HPに
掲載しています。
参加申込も日本ESD学会HPで受け付
けています。（Peatixにて申込）
事前参加申込〆切 8月8日（金）

参加申込 日本ESD学会HP https://jsesd.xsrv.jp/
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